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グローバルエンジニアの育成

九州工業大学では、グローバル化した社会で活躍する技術者（グローバルエンジニア）に必要
な能力（要素）をGCEと定めて、それらを育成するための様々な取り組みを実施しています。

3つのCの取り組み

GCE

Global Competency for Engineer

GCE の要素および目標とする達成レベルの設定および
その評価方法の確立

GCE を獲得するための教育プログラム (Circuit Program)
の開発及びそれらを効果的に実施するための制度設計

GCE教育・学習を効果的に行うための複合的学習環境の整備

GCEの定義と評価方法

教育プログラム及び教育制度を整備教育プログラム及び教育制度を整備
●6年一貫教育・クォーター制の導入　●海外派遣プログラムの拡充 
●事前・事後学習のプログラム化

Global Competency for Engineer

Competency

Competency

Circuit Program

Learning Complex

GCE

複合的学習環境・
多様な学習の創出
複合的学習環境・
多様な学習の創出

●アクティブ・ラーニング型
  教室、工房
●海外拠点
●混住寮、滞在施設 等

●マレーシア（MSSC）

●台湾　他計画中

●海外交流協定の締結

海外教育研究拠点海外教育研究拠点 学習教育拠点学習教育拠点

Campus on XCampus on X X on Campus X on Campus 

●未来型インタラクティブ教育棟
●インタラクティブ学習棟
　（MILAiS）
●デザイン工房
●ランゲッジラウンジ
●グローバルコミュニケーション
　ラウンジ等

と定義づけ、これらの能力を身に付けたことを評価し、可視化する方法について、
ルーブリックの策定やシステムの開発検討を進めています。

グローバルに活躍する技術者に求められるコンピテンシー（GCE）の要素を、

を５つの柱として、GCE教育を実施します。

５つの各要素の効果的な学習（獲得）のため、
教養科目や語学の教育改革成果を基礎に、

海外学習体験（Study Abroad） 1

留学生との協働学習5

本学では、学部入学後の早い段階でのグローバル学習経験が重要であると考え、低学年を対象とした海外派遣プログラムを平成25年度
から実施しています。工学部・情報工学部の両学生を対象とした全学的なプログラムとして、多文化の受容・協働学習をキーワードとし
たグループ学習やバディ・プログラムを実施しています。

海外派遣プログラム海外派遣プログラム

タイ研修プログラムタイ研修プログラム

留学に対する意欲を高める
ために、グローバル教養の
講義や留学生との協働学習
などの複数のプログラムを
設け、学生が自由に選択して
受講することができます。

異文化適応度を測るセルフ
チェックの簡単なテストを実
施し、その結果に基づいて自
己分析を行い、レポートを提
出し自己認識を深めます。

国連ハビタットへの訪問＆研修

海外での危機管理を中心に、
安全に海外留学を実現させ
るための心構え、派遣国や派
遣機関に関する情報収集の
方法等、ケーススタディを交
えて、講習会を実施します。

留学により高まった学習意
欲を帰国後も持続させるこ
とを目的として、フォローアッ
プ講義を開講します。

留学の成果を振り返り、さら
なるステップアップをはかり
ます。
また、成果報告会を実施し、
海外留学の成果を広めます。

GO ABROAD !!

Study Abroad & Work AbroadStudy Abroad & Work Abroad

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

初回指導（自己認識）初回指導（自己認識） 事前講義事前講義 安全指導安全指導 海外派遣海外派遣 事後学習事後学習 成果報告成果報告

事前学習事前学習

平成29年度海外派遣数

615名615名
（平成30年3月現在）
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海外就業体験（Work Abroad）2

グローバル教養教育 3
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Global Competency
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Global Competency
for Engineer

多様な
文化の受容
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E

学生が、GCEを獲得するために、様々な教育プログラムを提供します。海外派遣プログラムでは、まず、学習目標を設定し、参加する学生に対して留学
に対する意識・目的を明確にします。派遣前の事前教育により、海外生活に対する心構えに加え、海外での学習に向けた準備教育を実施します。派遣
後は、向上した学習意欲をフォローアップするための講義、振り返り学習や成果報告会を実施し、最終的に、プログラム全体を通した到達度の評価を
行います。このように、派遣前から事後評価までを一連のパッケージととらえ、効果的な海外派遣を実践します。学生は、サーキット・トレーニングのよ
うに、いくつかのプログラムを経験し、継続的な学習を積み重ねることで、より高度なGCEを獲得することが期待されています。

25ヶ国・地域へ25ヶ国・地域へ

First Step

事前学習事前学習

●グループワーク
●英会話セミナー

事後学習事後学習

●フォローアップ
　研修
●成果報告会

日本学術振興会（JSPS）
バンコク研究連絡センターでの研修

JICAバンコク
オフィスでの研修

タイ国内の史跡見学
（世界遺産アユタヤ） 工場見学

　　　　　術者は、グローバル化した社会の中で、自らが持つ知識とスキルを持続的に成長させる姿勢を持ち、様々な文脈に
            おいて、それらを活用して、変化し続ける高度で複雑な課題の解決に取り組む姿勢を持ち続けることが期待されます。
            そのような行動特性としてのグローバル・コンピテンシー（GCE：Global Competency for  Engineer）を有
した技術者（グローバルエンジニア）を養成する教育パッケージを開発・推進します。そのためには、卒業時、修了時における人
材像をGCEの視点で明示し、その育成のために多様な学習機会の促進と学習環境の整備を行う等、以下のように、多面的、統
合的な取り組みを組織的に実施します。
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（平成30年5月1日現在）※（留）留学生数で内数







計441人
（84）
















